
静
脈
採
血
は
、
他
の
診
療
手
技
に
比

較
し
て
圧
倒
的
に
施
行
頻
度
が
高
い
手

技
で
す
。
入
院
、
外
来
、
健
康
診
断
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
実
施
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
保
険
請
求
が
で
き
る
の

は
外
来
で
行
っ
た
場
合
の
み
で
す
。

社
会
医
療
診
療
行
為
別
統
計（
２
０

２
４
年
）の
結
果
に
よ
る
と
、
医
科
診

療（
入
院
外
）に
お
け
る「
血
液
採
取（
静

脈
）」の
請
求
件
数
は
１
カ
月
で
１
４

０
０
万
件
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の「
血
液
採
取（
静
脈
）」の
診
療
報

酬
点
数
は
40
点（
４
０
０
円
）で
す
の

で
、
単
純
計
算
で
静
脈
採
血
に
対
し
て

支
払
わ
れ
る
年
間
の
診
療
報
酬
総
額
は

国
全
体
で
７
０
０
億
円
程
度
と
な
り
、

医
療
経
営
に
お
い
て
決
し
て
無
視
で
き

る
数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

静
脈
採
血
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
血
液

を
用
い
た
血
液
検
査
の
種
類
は
多
岐
に

わ
た
り
、
各
々
の
検
査
項
目
に
対
す
る

診
療
報
酬
や
そ
れ
に
付
随
す
る
検
体
検

査
判
断
料（
月
1
回
当
た
り
34
〜
１
５

０
点
）、
検
体
検
査
管
理
加
算（
月
1

回
当
た
り
40
〜
５
５
０
点
）、
外
来
迅

速
検
体
検
査
加
算（
１
日
当
た
り
10
点
、

5
項
目
ま
で
）、
国
際
標
準
検
査
管
理

加
算（
月
１
回
当
た
り
40
点
）な
ど
を

加
味
す
る
と
、
入
院
・
外
来
を
問
わ
ず
、

採
血
に
付
随
す
る
診
療
報
酬
は
莫
大
な

も
の
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
静
脈
採
血
で
は
、
ご
く
稀
で

す
が
合
併
症
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
れ
に
伴
う
経
営
上
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

採
血
合
併
症
に
つ
い
て
は
確
率
が
低
く

か
つ
軽
度
の
も
の
が
多
い
た
め
軽
視
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
近
年
の
患
者
意
識
の

向
上
に
伴
い
、
採
血
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル

医
療
経
営
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
慮
し
た 
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